
 

 

 

 

 

「現状維持」への挑戦から、「一歩前進」の挑戦へ！ 

北海道へき地・複式教育研究連盟  

研究部長  森   広 明  

 

粟田研究部長の後任として、今年度、研究部長を拝命いたしました森と申します。

よろしくお願い申し上げます。 

昨年度の本情報誌の巻頭言「『現状維持』への挑戦」を改めて読み直しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

粟田前部長の原稿の書き出しです。一年が過ぎた今、どうでしょうか？想定以上にコロナ禍の長期化が続い

ており、全国・全道の各学校では教育活動の変更や中止、制限が余儀なくされています。毎日の教育活動、行

事の取組、各種研修、ＰＴＡ・関係団体の事業や会合等、現状維持を図る難しさを未だに痛感しています。こ

のような中、どの学校においても教職員の智恵と工夫で、子どもたちの「学びの保障」に、最大限の努力をし

ています。 

 本年９月１６日～１７日の「第７０回全道へき地複式教育研究大会オホーツク大会」では、コロナ禍の現況

を十分踏まえた上で、新たな研究大会のスタイルで開催を予定しています。過去の前例にとらわれずに、ＩＣ

Ｔの活用を最大限図り、「今できること」「今だからできること」を念頭に置き、分散会や分科会の在り方を

道へき・複連役員とオホーツク実行委員会が連携・協力しながら現在計画中です。へき地複式教育に携わる教

職員の学びを止めない、教職員の学びの保障をどうすれば培えるか･‥等、大会の在り方も含め、全道に発信

できればと考えています。実行委員会を始めとするオホーツク地区の関係者の皆様方には、多大なる御苦労を

おかけしていることに敬意を表すとともに、有意義な研究大会となりますよう御祈念申し上げます。 

今年度の研究部は、新たに１０名の研究推進委員を迎え入れました。教育の世界でよく使われる“不易と

流行”。「時代を超えて変わらない価値のあるもの（不易）」「時代の変化とともに変えていく必要がある

もの（流行）」をしっかり見極めるためには、新たな“風”（感性・考え）は不可欠であり、全体の２／３

が新委員となる今年度は絶好機です。結成から７０年を超える歴史あるへき地複式教育を継承・発展できる

よう推進していくことが我々の責務です。「現状維持」から「一歩前進」の取組に研究推進委員一同尽力し

て参ります。会員の皆様方の変わらぬ御支援・御協力をどうぞよろしくお願いいたします。 
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「現状維持」という言葉に、これまでマイナスイメージを描いてきました。 

しかし、現在本連盟が直面しているのは、その「現状維持」の難しさです。コロナ禍により、２月末

から始まった学校の休業、会議の自粛、研究大会の中止など、時間が止まってしまったような感覚を

覚えます。日々休業対応や感染予防対策に追われ、研修は二の次という学校が多かったように思えま

す。更にオンラインによる授業や会議といった、新たな取組も求められました。昨年度までの研修を

いかに継承するのか、それが私たちに課せられている課題です。そして、どうしたら「現状維持」が

できるのか、皆さんとともに知恵を出し合う１年にできたらと考えています。 



令和３年度  北海道へき地・複式教育研究連盟：研究組織 

研究部長 

森  広 明 

士別市立多寄小学校長 

研究推進委員長 

加 渡 三 之 

浦河町立堺町小学校長 

副委員長 

駒 井  崇 

枝幸町立音標小学校長 

副委員長 

村 元 隆 一 

留萌市立港北小学校長 

学校・学級経営部長 

三 宅 貴 裕 

北斗市立島川小学校長 

学習指導部長 

斉 藤 直 彦 

標茶町立塘路小中学校長 

学校・学級経営部員 

黒 川 貴 功 

今金町立種川小学校長 

学校・学級経営部員 

土 屋  茂 

積丹町立日司小学校長 

学校・学級経営部員 

千 石 正 巳 

深川市立北新小学校長 

学校・学級経営部員 

増 田  覚 

音更町立東士幌小学校長 

学習指導部員 

池 田 幸 則 

中富良野町立西中小学校長 

学習指導部員 

近 藤 大 作 

伊達市立関内小学校長 

学習指導部員 

伊 藤 秀 則 

別海町立上風連小学校長

小 学 校 長 

学習指導部員 

丸 山 真嗣典 

石狩市立厚田学園長 

学習指導部員 

堀 田 大次郎 

北見市立相内小学校長 

 

 

 

【企画委員会】 

 １ 業  務  研究推進委員会の企画・調整及び推進 

 ２ 構  成  研究部長、研究推進委員長、同副委員長（２名）、分野部長（２名） 合計６名 

 ３ 役割分担 

   《研 究 部 長》道へき・複連との連絡・調整，全体の統括 

   《研究推進委員長》全体総括、研究推進委員会の企画・運営全般 

   《副 委 員 長》研究推進委員会の企画・運営の補佐、研究部情報の発行（２回） 

   《分 野 部 長》分野別研究推進の取りまとめ（学校・学級経営，学習指導） 

【研究推進委員会】 

 １ 業  務  道へき・複連の共同研究の推進 

         へき地・複式教育の参考資料の編集・発刊 

 ２ 構  成  研究部長，各地区へき・複連選出委員（１４名） 合計１５名 

 ３ 役  割  各地区へき・複連の研究推進並びに全道大会・プレ大会の共同研究（助言等） 

         へき地･複式教育の参考資料の執筆 

         各地区へき・複連と道へき・複連の共同研究の推進 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 研究推進委員会構成メンバー 


